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Ⅰ 一般会計補正予算（第 10 号） 

１ 補正予算編成の考え方 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者の雇用の維持や事業活動の継続を下支えす

るため、雇用調整助成金等の申請事務を社会保険労務士等に依頼した際に要した費用の一部支

給の実施や、全国的に商談会の開催が中止されている状況の中で、オンラインでの商談・就労

マッチングフェアを実施する。 

また、製造業の市内中小企業等に対して、競争力を高めることを目的に、新技術や新製品の

開発及び生産性向上につながる設備投資等に必要な経費の一部を補助するほか、経営継続支援

金の対象とならなかった事業者に対して支給する事業継続支援給付金を申請件数の増に伴い増

額する。 

さらに、自宅で障害者や高齢者の介護をしている家族が新型コロナウイルスに感染し入院し

た場合等において、濃厚接触者等となった在宅の要介護者を一時的に受け入れる施設を確保す

るなど、令和 2年度一般会計補正予算（第 10 号）を編成する。 

９月追送補正（第１０号）予算のポイント 

〇 医療提供体制・感染拡大防止対策の充実 

    自宅で障害者や高齢者の介護をしている家族が新型コロナウイルスに感染し入

院した場合等において、濃厚接触者等となった在宅の要介護者の一時受入施設

を確保 

〇 地域経済の活性化・地域の元気づくり 

・雇用調整助成金等の申請事務を社会保険労務士等に依頼した際に要した費用の

一部を支給 

・製造業の市内中小企業等に対して、新技術や新製品の開発及び生産性向上につ

ながる設備投資等に必要な経費の一部を補助 

・市内中小企業等を対象とする、オンラインでの商談及び就労のＷＥＢ版マッチ

ングフェアを実施 

・経営継続支援金の対象とならなかった事業者に対して支給する事業継続支援給

付金を申請件数の増に伴い増額 

令和 2年度 9月補正の概要
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２ 補正予算の内容 

〇 新型コロナウイルス感染症対策に係る補正予算 補正予算額   303,800 千円

（１）医療提供体制・感染拡大防止対策の充実 補正予算額  3,650 千円

・要介護者一時受入事業費 

   自宅で障害者や高齢者の介護をしている家族が新型コロナウイルスに感染し入院した

場合等において、濃厚接触者等となり、他に介護する人がなく、居宅サービス事業所

では対応できない在宅の障害者及び高齢者を一時的に受け入れる施設を確保する。 

   条件：ＰＣＲ検査で陰性と確認され、医療機関の処置が必要ないこと 

（２）地域経済の活性化・地域の元気づくり 補正予算額   300,150 千円

・雇用調整助成金等申請サポート給付金関係事業費 

   雇用調整助成金及び緊急雇用安定助成金の支給決定を受け、雇用の維持に努める取組

を行った市内中小企業等に対して、当該助成金の申請事務を社会保険労務士又は弁護

士に依頼した際に要した費用の一部を給付する。 

・製造業設備投資等支援補助金関係事業費 

   製造業の市内中小企業等に対して、競争力を高めることを目的に、新技術や新製品の

開発及び生産性向上につながる設備投資等に必要な経費の一部を補助する。 

   補助上限額：200 万円（下限額 100 万円） 補助率：2／3 

   補助対象期間：令和 2年 4月 1日～令和 3年 2月 26 日 

   申請期間：令和 2年 10 月下旬～令和 2年 11 月下旬 

・営業力強化・就労支援等関係事業費 

   市内中小企業等を対象とするオンラインでの商談及び就労の機会を創出するための、

ＷＥＢ版マッチングフェアを実施する。 

内容：マッチングサイトへ掲載する参加企業情報のＰＲ動画等を作成 

常時視聴可能なマッチングサイトの公開 

     サイト上で商談のコーディネートイベントを開催 

     求職者と参加企業を対象とする就職面接会の実施 

     ＩＴ活用の強化に係る研修会の実施 

・事業継続支援給付金関係事業費 

   経営継続支援金の対象とならなかった事業者に対して支給する事業継続支援給付金を

申請件数の増に伴い増額する（申請見込件数を 1,800 件から 3,500 件へ増やす）。 
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３ 補正予算の規模 

  （単位：千円）

現在予算額 補正予算額 補正後予算額 

264,181,643 303,800 264,485,443

４ 歳入歳出補正予算額 

   （単位：千円）

歳  入 歳  出 

款 補正予算額 款 補正予算額 

繰入金 303,800 民生費 3,650

労働費 30,150

商工費 270,000

合 計 303,800 合 計 303,800

５ 費目別事業概要 

民生費 3,650 千円

 要介護者一時受入事業費（障害福祉） 1,663 千円

 介護者が新型コロナウイルスに感染し入院した場合等におい

て、濃厚接触者等となった在宅の障害者を一時的に受け入れる

施設を確保する。

 要介護者一時受入事業費（介護） 1,987 千円

介護者が新型コロナウイルスに感染し入院した場合等におい

て、濃厚接触者等となった在宅の高齢者を一時的に受け入れる

施設を確保する。

労働費 30,150 千円

 雇用調整助成金等申請サポート給付金関係事業費 30,150 千円

市内中小企業等が雇用調整助成金等の申請事務を社会保険労務

士等に依頼した際に要した費用の一部を支給する。
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商工費 270,000 千円

 製造業設備投資等支援補助金関係事業費 104,000 千円

製造業の市内中小企業等に対して、新技術や新製品の開発及び

生産性向上につながる設備投資等に必要な経費の一部を補助す

る。

 営業力強化・就労支援等関係事業費 12,000 千円

市内中小企業等を対象とするオンラインでの商談及び就労の機

会を創出するためのＷＥＢ版マッチングフェアを実施する。

 事業継続支援給付金関係事業費 154,000 千円

経営継続支援金の対象とならなかった事業者に対して支給する

事業継続支援給付金を申請件数の増に伴い増額する。


